
1. 指導を受けながら看護過程の展開を行い、安全・安楽に看護を実践する。　2. 指導を受けながら、マニュアルに沿った安全な看護が提供できる。　3. 社会人(病院の職員)である自覚を持ち看護単位における人間関係を築く。　4. 研修や指導の中で自己を振り返り、看護実践につなげることができる。

集合研修

技術

提出物

新人看護師年間教育計画

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
月間
目標

社会人としての生活に慣れる

部署の一員として環境に慣れる　　　　　　　　  日常生活援助が出来る
業務や看護ケアの根拠を考えながら実践できる チームの一員として活動しているという実感が持てる チームメンバーの役割と責任を果たすことができる

課題の明確化と次年度の目標が立てら
れる

□社会人・専門職業人としての態度を身
につけ、行動できる
□病院の概要、看護部の理念、部署の目
標がわかる
□医療安全対策について理解する 
□感染対策について理解する

□職場環境に慣れる
□日勤業務（日々と週間）の流れ
　が分かる
□電子カルテの基本操作がわかる
□指導の下、マニュアルに沿った
　ケアができる
□マニュアルに沿った感染防止が
　できる
□医療廃棄物の取り扱いができる
□指導の下、電話対応が出来る
□指導の下、報連相ができる
□日々の振り返りができる
　（リフレクションノート）

□電子カルテから必要な情報収
　集・実施入力ができる
□指導の下、医療現場の危険を考
　え、安全を意識し仕事を行える
□指導の下、看護計画を元に実践
　した看護が記録できる
□基本的な疾患が自己学習できる
□防災訓練に参加し、災害発生時
　の初期行動が分かる
□目標の看護技術項目が達成できる
□3か月を振り返り成長を確認できる
□自己の課題の明確化と目標を立
　案できる

□優先順位を考えた業務の組み立てができる
□組み立てた業務を実施できる
□継続看護の意味が理解できる（多職種との連
携の重要性と実際、退院調整や在宅支援の取り
組みを知る）
□指示の下、入院から退院までの一連の流れが
わかる
□指示の下、SBARで報告できる
□不規則勤務の中で健康管理ができる

□担当看護師の役割を果たせる（患者の変
化に気づくことができる。必要な報連相が
できる。患者家族の思いを聞き取り行動で
きる）
□他部署との連続ケアを考えることができ
る
□目標の看護技術項目が達成できる
□6か月を振り返り成長を
　確認できる
□自己の課題の明確化と目
　標を立案できる

□PNSやチームの状況を確認し、適切な
報連相ができる
□指導の下、患者の看護展開ができる
□指導の下、家族を含めた看護展開が
できる
□指導の下、緊急時・急変時の指示を
受け行動できる

□患者の要約が記入できる
□安全管理を意識した物品管理ができる
□患者の経済的負担を考慮し、物品を適切に使用でき
る
□1年を振り返り成長を確認できる
□自己の課題の明確化と目標を立案できる
□目標の看護技術項目が達成できる

□指導の下、少人数から患者を受
け持ち、業務を行える

□指導の下、日勤で必要な人数の
　患者を徐々に受け持ち、業務を
　行える

□夜勤の看護業務の流れが分かる
□PNSで業務が遂行できる

【仁愛会合同研修】
□入職時研修（3日間）

【看護部研修】
□看護部理念□看護倫理□自己の学習課
題と解決□業務管理□チームの一員□
PNS□患者家族人間関係□リフレクショ
ン1□医療安全□薬剤の取り扱い1□放射
線曝露防止□感染管理□電子カルテ操作
□ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ□転倒転落□スキンケア1□
与薬技術□口腔ケア□看護協会・連盟□
優しいケア（歩行器具使用時の介助・車
椅子点検）□看護診断□看護記録□食事
援助（嚥下評価・5点確認）□看護必要
度研修□褥瘡ケア１□スキンケア2□呼
吸・循環を整える技術
□優しいケア（体位変換・移乗・　車椅
子移動）□検査□インスリン注射・血糖
測定

□ME機器取り扱い(シリンジポン
プ・輸液ポンプ・心電図モニ
ター・12誘導心電図・除細動器)
□与薬（採血・静脈内血管確保・
皮下注・筋注）
□ヘルスアセスメント　　　　　　　
□薬剤の取り扱い2
□机上シミュレーション（多重業
務、複数患者検温）
□リフレクション2

□夜間想定・複数患者検温シミュレーション
□救急看護（BLS・止血法）
□排泄の援助（膀胱留置カテーテル挿入・導　
尿・浣腸・摘便）
□食事の援助（経鼻経管栄養カテーテル挿入）
□褥瘡ケア2　
□苦痛の緩和　
□廃用症候群　
□ストレスマネジメント　　　　　
□リフレクション3　　　　　

□コミュニケーション　　　
□医療安全　　
□輸血　　　　
□気道管理　　
□感染管理　　
□死後の処置　
□机上シミュレーション
（疾患理解）　
□看護過程、看護記録　　　　　

□人工呼吸器管理　　　
□机上シミュレー
ション（疾患理解）　　
□CV管理について　　　

□看護体験発表会

集合研修した事を実践に繋げる

□部署オリエンテーション
□院内見学
□療養環境整備の方法
□看護補助者業務の実施

□受け持ち患者の情報収集方法
□救急カート・除細動器の点検方法

□夜勤オリエンテーション
□食事・排泄・騒音・清潔などの環境を整え、睡眠の質を高める援助方法

□嚥下評価□経管栄養開始前の5点確認□
吸引□酸素ボンベ取扱

□輸液ポンプ　□シリンジポンプ
□採血　□静脈内血管確保

□膀胱留置テーテル
□経鼻経管栄養カテーテル

□気管挿管準備・挿
管介助　　　　

□看護技術チェックリスト提出□問
診トレーニング評価表提出（終了次
第提出）

□1日部署見学後
のレポート提出
（終了次第提出）

□看護技術チェックリス
ト提出

□看護技術チェッ
クリスト提出

院外
研修

□フレッシュマン研修参加
（３日のうち１日参加）

到達
目標

研修

O  J  T

評価

1日他部署見学
（8月・10月・12月のうち1日）

問診トレーニング 　（6月から開始・2日間）
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